
【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標
（３年間）

短期経営目標
（１年間）

具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 「玉小授業力スタンダード」を２０項目の５割を達成した教員が６０%以上 4 授業で１日に１回以上手を挙げている児童が７０％以上

3 「玉小授業力スタンダード」を２０項目中５割を達成した教員が５０%以上 3 授業で１日に１回以上手を挙げている児童が５０％以上

2 「玉小授業力スタンダード」を２０項目中５割を達成した教員が４０%以上 2 授業で１日に１回以上手を挙げている児童が３０％以上

1 「玉小授業力スタンダード」を２０項目中５割を達成した教員が４０%未満 1 授業で１日に１回以上手を挙げている児童が３０％未満

4 教室環境を整備した教員が８０％以上 4 先生の書く黒板が分かりやすい児童が７０％以上

3 教室環境を整備した教員が７０％以上 3 先生の書く黒板が分かりやすい児童が６０％以上

2 教室環境を整備した教員が６０％以上 2 先生の書く黒板が分かりやすい児童が５０％以上

1 教室環境を整備した教員が６０％未満 1 先生の書く黒板が分かりやすい児童が５０％未満

4 道徳諸価値を意識して道徳科授業を行っている教員が８０％以上 4 学級の誰とでも協力して活動ができる児童が７０％以上

3 道徳諸価値を意識して道徳科授業を行っている教員が７０％以上 3 学級の誰とでも協力して活動ができる児童が５０％以上

2 道徳諸価値を意識して道徳科授業を行っている教員が６０％以上 2 学級の誰とでも協力して活動ができる児童が３０％以上

1 道徳諸価値を意識して道徳科授業を行っている教員が６０％未満 1 学級の誰とでも協力して活動ができる児童が３０％未満

4 SOSカードを児童に作成させた教員が８０％以上 4 自分や友達のよさを認めてくれる学級と答えた児童が８０％以上

3 SOSカードを児童に作成させた教員が７０％以上 3 自分や友達のよさを認めてくれる学級と答えた児童が６０％以上

2 SOSカードを児童に作成させた教員が６０％以上 2 自分や友達のよさを認めてくれる学級と答えた児童が４０％以上

1 SOSカードを児童に作成させた教員が６０％未満 1 自分や友達のよさを認めてくれる学級と答えた児童が４０％未満

4 活用で「見通し」と「振り返り」を行った教員が８０％以上 4 「グッドモーニング６０分」を意識して生活している児童が７０％以上

3 活用で「見通し」と「振り返り」を行った教員が６０％以上 3 「グッドモーニング６０分」を意識して生活している児童が６０％以上

2 活用で「見通し」と「振り返り」を行った教員が４０％以上 2 「グッドモーニング６０分」を意識して生活している児童が５０％以上

1 活用で「見通し」と「振り返り」を行った教員が４０％未満 1 「グッドモーニング６０分」を意識して生活している児童が５０％未満

4 中休みに校庭で児童と活動した教員が７０％以上 4 晴れた日には外遊びをしている児童が７０％以上

3 中休みに校庭で児童と活動した教員が６０％以上 3 晴れた日には外遊びをしている児童が６０％以上

2 中休みに校庭で児童と活動した教員が５０％以上 2 晴れた日には外遊びをしている児童が５０％以上

1 中休みに校庭で児童と活動した教員が５０％未満 1 晴れた日には外遊びをしている児童が５０％未満

4 地域人材を活用した授業を行った教員が８０％以上 4 自分は地域の役に立っていると回答した児童が７０%以上

3 地域人材を活用した授業を行った教員が６０％以上 3 自分は地域の役に立っていると回答した児童が６０%以上

2 地域人材を活用した授業を行った教員が４０％以上 2 自分は地域の役に立っていると回答した児童が５０%以上

1 地域人材を活用した授業を行った教員が４０％未満 1 自分は地域の役に立っていると回答した児童が５０%未満

4 児童が主体的に取り組む活動を行った教員が７０％以上 4 学校や学級のために係や委員会で取り組んでいる児童が７０％以上

3 児童が主体的に取り組む活動を行った教員が６０％以上 3 学校や学級のために係や委員会で取り組んでいる児童が６０％以上

2 児童が主体的に取り組む活動を行った教員が５０％以上 2 学校や学級のために係や委員会で取り組んでいる児童が５０％以上

1 児童が主体的に取り組む活動を行った教員が４０％未満 1 学校や学級のために係や委員会で取り組んでいる児童が５０％未満

保護者は、児童の体力向上に
満足していない。休み時間に
教員も外に出る、体力向上旬
間等の取り組みをしっかり保護
者にも伝えて、満足感を感じさ
せる工夫が必要。

C

来年度も研究課題を総
合的な学習の時間に設
定し、各単元で地域人
材を活用することを研究
内容に盛り込んでいく。

児童が主体的に取り組む活
動を意図的・計画的に行い、
主権者としての意識を高め
る。

児童会・委員会・学級活動の
充実を図り、主体的態度・学
校を創造する態度を育成す
る。

3 4

学校や学級のために係や委員会で取り
組んでいる児童が７０％を超えており、以
前に比べ児童が主体的に学校を創って
いこうという意識が高くなってきた。児童会
や中央委員会を設置したことによる効果
が高いと思われる。さらに児童の自己有
用感を高めるため、児童が主体的に取り
組める環境を教師が整備していく。

児童が学級、学校を自分たち
で作っていくという積極的な行
動をより推進していってほし
い。児童が主体的に取り組める
環境を整備していってほしい。

B

来年度も引き続き児童会活動
を主軸にしながら、児童が主体
的に取り組める環境を整備す
る。児童集会などを充実させ、
児童発信の企画をつくったり、
学校行事にも児童主体の企画
を創造していく。

B

「グッドモーニング６０」を引き続き活用し、
児童が一日の学校生活や自分の生活習
慣を見通しをもって計画・振り返る指導を
継続する。また、放課後の学習時間や読
書時間、メディア使用の在り方について
課題が見られることから、アウトメディア
チャレンジ等の取組を通して、よりよい生
活習慣の形成につなげていく。

B

年間を通して体力向上旬間を行っている
が、運動する楽しさを実感できたり、運動
する習慣がもっと増えたりできるように休
み時間には教員が外で児童と共に遊ん
でいく。また、研修等で運動量の確保な
ど体育の授業の質の向上を図っていく。

輝
く
未
来

「昭島市民科」として、生活
科・総合的な学習の時間の
年間計画を立て、地域社会
に貢献できる児童を育成す
る。

地域人材を活用した授業を
行い、地域と学校が共に
Win-winの関係をつくる。

2 1

教員の地域人材を活用した意識は
低いが、すべての学年で総合的な
学習の時間や社会の力活用事業
によって１００％実現できている。さ
らに児童が自分が地域に役立つこ
とができたと思える単元・授業設定
や外部人材とのやり取りの機会を
増やしていく。

教員が自身の力だけでなく、地
域人材の活用を通して、より充
実した授業を作り上げていくこ
とが大事。

授業・休み時間を効果的に
活用し、自ら楽しみながら体
力向上を図る児童を育成す
る。

教職員も休み時間に校庭に
出て、外遊びを児童と共に行
い、共に遊び、模範を示す。

1 4

特別講師を招聘し、楽しく体を動か
すリトミックの要素を取り入れたリズ
ムダンスの授業を各学級８時間も
２，３学期に設定することができた。
また、企画活動も児童中心に行うこ
とができた。今後もブラッシュアップ
しながら取り組んでいく。

道徳教育は、教育活動全体を通じて行っ
ていく。教員は、道徳教育全体計画に
則って取り組んでいくなかで、道徳的諸
価値を理解し、授業を行っていく。また、
今後も道徳授業地区公開講座を行って
いくことで地域や家庭にも意識啓発を
図っていく。

SOSカードの活用を継続し、日常的な関
わりと結び付けたアセスメントと情報共有
を充実させる。また、コミュニケーションタ
イムを通して児童同士や教職員との関係
づくりを深め、安心して過ごせる学級づく
りといじめの未然防止を進めていく。

インクルーシブ教育の推進と
ユニバーサルデザインに基
づいた教室経営を図る。

健
や
か
な
体

「心も体も弾んで楽し
い」
からがだ計画的に体
力向上を推進し、心身
ともに健康な児童の育
成を目指す。

心身ともに健康で、自己管理
のできるたくましい児童の育
成を目指す。

「グッドモーニング６０分」の
活用において、「見通し」と
「振り返り」を行う。

4 2

学期始めに行っている「グッド
モーニング60」を通して、児童
が自分自身の生活習慣を振り
返るきっかけとなっている。今
後も継続して行い、よりより生活
習慣へとつなげていけるように
する。

「グッドモーニング６０」は、効果があるよう
だ。一日の学校生活を児童一人ひとりが
計画して、良い一日にすることができるよ
うに指導していってほしい。放課後の学習
時間や読書時間の少なさや、ゲームやタ
ブレットの長時間使用が気になる。

チーム玉小でアセスメントを
丁寧に行い、いじめ・不登
校・自殺等の未然防止、早
期解決を図る。

SOSカードを活用し、児童と
教職員がコミュニケーション
を深め、安心して登校できる
環境をつくる。

4 4

SOSカードの活用は概ね定着し、
教職員による丁寧なアセスメントや
情報共有につながった。児童が学
級を肯定的に捉える傾向も見られ
た。今後は、日常的な関わりと結び
付け、いじめの未然防止と早期対
応を進めていく必要がある。

4

教員は道徳的諸価値を理解
し、授業を行うことができてい
る。また、道徳地区公開講座を
行うことによって親切、思いやり
の価値を中心とした授業を公
開することで地域や保護者にも
考えてもらえる機会となった。

道徳教育については一定以上
の評価が出ている。自己と他者
が共に成長できる環境を作っ
ていくようにする。

A

A

SOSカードの活用が効果的で
あり、安心して学校で生活して
いる児童が多い。自他共に認
め合える児童の多い学級が増
えることを望む。

豊
か
な
心

「みんなと仲良くできて
楽しい」
道徳教育の充実を図
り、人権尊重の精神を
醸成し、共に認め高め
合い、学校は楽しいと
実感できる児童の育成
を目指す。

道徳的諸価値について、「価
値・人間・他者」理解を深め、
自己の生き方を見つめ直す
道徳科授業の充実を図る。

互いを認め合う道徳授業を
行い、思いやりの心をもって
行動できる児童を育成する。

4

昭島ユニバーサルデザイン
に基づく教室環境を整備し、
落ち着いて学習を受けられる
環境をつくる。

3 3

学期の節目ごとに職員間で声
を掛け合い、定期的に教室の
環境整備をした。児童が板書
に集中できるように、教室前方
の掲示物を厳選した。教室内
は物の保管場所を明確にし
て、児童が落ち着いて過ごせる
ようにした。

○認め合い・支え合い・高め合うチームである教師

2

玉小授業力スタンダードの５割達成
が５０％以上になっているが今後６
割、７割達成ができるように授業改
善に取り組んでいく。手を挙げる児
童の割合は発達段階に応じて差が
あるため、学年や実態に応じて発
言をしやすい環境や活動ができる
ように授業の工夫をしていく。

「授業が分かりやすい」に対す
る肯定的評価は９１％と多い。
しかし、挙手の割合が低い。安
心感のある学級づくりと発言し
やすくする具体的な工夫に取り
組むと良い。

B

挙手の割合については発達段階
によって難しい学年もある。安心感
のある学級づくりはもちろんのこと、
ペア学習やグループ学習などを積
極的に取り入れ発言する機会を多
く与えられるように授業方法の重点
化を周知していく。

黒板もモニターもどちらもよく見
えるように、文字の大きさや色
に工夫が必要。教室後方が座
席の児童までよく見えるように
する。タブレットの活用も進め
る。

B

児童の個人BOXを定期的
に整理整頓させる。朝学習
時に机の中に教科書等を
準備させる。黒板前方に時
間割を掲示する。

令和７年度 昭島市立玉川小学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価【総括表】

「みんなの役に立てて
楽しい」
自己有用感を感じる機
会を通して、自分には
良いところがあると感じ
る子供を育成するとと
もに、キャリア教育を推
進し、社会貢献力の育
成を図る。

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

「分かること・できること
が楽しい」
基礎的な知識及び技
能を習得させるととも
に、思考力、判断力、
表現力等を育み、主
体的に学習に取り組
む態度を養う。

主体的・対話的で深い学び
を実現する授業を工夫し、自
らすすんで学習に取り組む
児童を育成する。

授業づくりの基本の２０項目
をまとめた「玉小授業力スタ
ンダード」に基づき、授業改
善を行う。

3

学校教育目標
◎精いっぱい学習する子
○人のためにつくす子
○すすんで体をきたえる子

ビジョン

○最大限　子供の健やかな学びを保証する学校

○自らの人生を自らの力で切り拓き、持続可能な社会の創造を担う人材　～Think Globally.Act locally.～


